
基本目標１：多彩な文化芸術に触れる機会の充実

注力する視点①多くの市民が文化芸術に触れる機会の充実
施　　策
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基本目標２：誰もが文化芸術に親しめる場の提供

注力する視点②市民が主体的に参加する地域社会の形成

施　　策

基本目標３：市の資源の活用や多様な分野との連携

注力する視点③文化芸術による好循環が生み出される環境の整備

施　　策

基本目標４：アーティストや文化芸術に携わる人材の育成と支援

注力する視点④資源を活用した千葉市らしい文化芸術の創造

施　　策

　　重点取組：『文化芸術の推進に係る体制の強化』※「注力する視点」のうち太字箇所※

目

的

市民意識調査では、「千葉市の文化芸術は千葉市らしさがあるか」について、「感じられる」

が低い割合となっております。

今後、千葉市らしい文化芸術を創造し、それを広く知ってもらうためには、文化施設のみなら

ず自然や海辺、歴史などの地域資源の活用、また、アーティスト、アートマネジメントやボラン

ティアなどの人的資源の育成とその活躍の場を広く設けていくことが大事であると考えます。ま

た、複数の資源が出会うことでの相乗効果で、千葉市らしい文化芸術の更なる発展を目指すため、

それぞれの資源を効果的に結びつける場が必要であると考えます。

市民のニーズを把握し、様々な分野やテーマでの文化芸術活動に気軽に参加・体験できる場を

もうけることで、より多くの市民の文化芸術活動に対する興味関心をはかります。特に、将来の

文化芸術の担い手となる子供や若者が文化芸術に触れて、文化芸術の楽しさを感じることができ

る機会を充実していきます。

また、文化芸術活動を行いたい市民が期待する情報の発信（手段と内容）はもちろん、これま

で文化芸術活動に興味関心がそれほどもてなかった市民が少しでも市内の文化芸術活動に興味関

心を抱くことができるような情報の発信（手段と内容）の工夫を図ることが必要であると考えま

す。

市民が多様な文化芸術活動を通して自らの創造性や感性を高め、多様性を受け入れ互いの心を

通わせることで、お互いを尊重しながら生き生きと暮らせる地域社会が生まれます。また、地域

における文化芸術活動を通じて、市民同士の新たな繋がりや地域への関心がうまれ、地域に主体

的に関わるきっかけとなります。

これまで本市では、市民や行政による様々な文化芸術活動が行われてまいりましたが、これま

で以上に、国籍、性別、年齢、障害の有無にかかわらず、全ての市民にとって文化芸術活動が身

近なものとして実感し、主体的に参加できる文化芸術活動の後押しが必要であると考えます。

市民意識調査では、「千葉市は「文化的なまち」か」について、「思う」が低い割合となってお

ります。

文化的なまちとは、市民や文化芸術団体、アーティストが、生き生きと文化芸術活動が行え、そ

れが企業や学校、経済、観光、教育、福祉等の分野と連携することで新たな価値を生み出し、その

価値が文化芸術活動の質の向上を図るために再投資される好循環が生まれているまちであると考え

ます。今後、文化的なまちを目標に、文化芸術活動を行う個人や団体の活動を支える体制や制度の

構築、様々な分野との連携を支える仕組みづくりが必要と考えます。

（１）日常のなかで文化芸術に触れる機会の拡充

・街なかや日常の身近な場所で気軽に触れることができる事業の実施

（２）様々な文化芸術活動に触れる機会の拡充

・様々なジャンルの文化芸術事業を後押し

・優れた文化芸術に触れる機会の提供

（３）効果的な文化芸術活動情報の提供

・文化芸術活動情報を幅広く集約し提供

（１）地域レベルでの文化芸術活動の展開

・住民とアーティストが地域の特色を生かした文化芸術活動を共に行える拠点の形成と環境の整備

（３）子どもや若者が文化芸術に触れる機会を創出

・学校とも連携しながら、創造性を高める文化芸術活動に参加体験できる機会の創出

（２）誰もが参加体験しやすい事業の実施

・障害者や高齢者が参加しやすい文化芸術イベントの実施

・オンライン参加や鑑賞の取組の実施

・障害者や高齢者、親子連れなどの鑑賞に配慮した整備

（１）アーティストが市に集い、活躍の場を広げることができる支援
・将来の活躍が期待できるアーティストに飛躍する機会の提供
・自立した活動を見据えた継続的支援と相談窓口の設置

（２）文化芸術事業に携わる専門的人材の配置や育成、ボランティアの育成
・文化芸術事業をプロデュースやマネジメントを行う専門人材の配置と育成
・ボランティア参加者を対象に文化芸術への理解を深めながらボランティアのスキルを高められる
取組を実施

（１）魅力ある場所を文化芸術活動の場として活用

・文化施設にとらわれない文化芸術事業を実施

（２）文化芸術の好循環を生み出す環境の整備
・文化芸術と経済や観光、教育、福祉等の分野との連携支援

（３）文化財の保護や活用、美術品のデジタル化

・「千葉市文化財保存活用地域計画」の作成

・「特別史跡加曽利貝塚グランドデザイン」に基づいた施設整備等の推進

・博物館法改正による市美術館収蔵作品のデジタルアーカイブ化と様々な活用

・本市の文化芸術事業を総合的に推進する専門組織を検討

・第３次千葉市文化芸術振興計画を推進するにあたり、各文化施設の事業計画等の見直し

・様々な手法やジャンルの文化芸術活動に日常的に触れることができることを目指す。

・文化芸術に興味関心を抱いた市民が気軽に活動を試みることができる機会や場を設ける。

・文化芸術活動に参加しやすいよう、市民が求める文化芸術に関する情報を効果的に発信する。

・多彩な文化芸術活動が展開されることで、文化芸術が盛んなまちとしての認知を高めていくことで、市

のブランディングに貢献していく。

・文化芸術活動を通して市民の創造性や主体性を高め、多様性を受け入れ互いの心を通わせることで、お

互いを尊重しながら暮らせる地域社会となることを目指し、障害や国籍、年齢を問わず、すべての市民が

文化芸術活動に参加しやすい場を設けていく。

・今後、文化芸術を継承し、発展させていくためにも、特に子供や若者が文化芸術に親しみ、その楽しさ

を感じることができる事業を実施していく。

・(字幕など障害に配慮した取組はもちろん、市民一人ひとりの状況に寄り添った対応を図っていく。

・文化芸術活動を通して市の魅力を改めて市民が認識することはシビックプライドの醸成に繋がることか

ら、海辺や里山など豊かな自然や革新的な都市、市内の文化財や千葉市美術館の所蔵作品など、市の様々

な資源を活用した文化芸術活動を実施、または支援する。

・市民や団体、アーティストの文化芸術活動と、企業や学校、経済、観光、教育、福祉等の分野が連携す

ることで新たな価値を生み出し、それが文化芸術活動の質の向上や新たな文化芸術活動の創出に繋がる好

循環が生まれるよう、文化芸術活動を行う個人や団体の活動を支える体制や制度の構築、様々な分野との

連携を支える仕組みづくりを行う。

・多くの才能あふれるアーティストが市に集い、文化芸術活動を行いたいと感じることができる環境を

整備し、活動する上で必要な支援を行う。

・アーティストの活躍の場の拡充や市民への質の高い文化芸術活動の場の提供を目的に、様々な文化芸

術事業をプロデュースやマネジメントを行える専門的な人材の配置と育成を行う。

・ボランティアとして携わる市民に、講座や研修等の受講の機会を設けることで、これまで以上に文化

芸術への理解やスキルを深めてもらい、活躍の幅を広げる取組を行う。

・アーティストや専門的人材、ボランティアの育成支援を通して、本市の文化芸術振興の推進に寄与し

ていく。

本計画を推進するにあたっては、効果的な情報発信、市民同士の新たな繋がりや地域への関心、身近なものとしての文化芸術活動、文化芸術における市の様々な資源の活用やまちづくり、

好循環の創出、文化芸術活動への持続的な支援など、これまで以上に、文化芸術活動や地域活性化についての専門知識をもった組織による持続的な文化芸術施策の展開が求められる。

また、本計画を推進するにあたって、本市の文化施設に期待される機能や役割の見直しや拡充も必要となる。

基本目標と施策は、第３次千葉市文化芸術振興計画の中間見直し(令和10年度

予定)で、必要に応じて見直しを行う。

資料３


